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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン9（IL9）の生物学的効果を特異的に媒介するサイトカイン受容体です。機能的なIL9受容体複合体は、このタンパク質に加えて、多くの異なるサイトカインの受容体に共通するγサブユニットであるインターロイキン2受容体γ（IL2RG）を必要とします。この受容体へのリガンド結合は、様々なJAKキナーゼおよびSTATタンパク質の活性化を導き、それらが様々な生物学的反応を引き起こします。この遺伝子は、X染色体およびY染色体の擬似常染色体領域に位置しています。遺伝学的研究では、この遺伝子と喘息の発症との関連が示唆されています。9番染色体、10番染色体、16番染色体、および18番染色体上に複数の擬似遺伝子が同定されています。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：ボックス1モチーフはJAKとの相互作用および／または活性化に必須です。,ドメイン：WSXWSモチーフは、適切なタンパク質フォールディング、ひいては効率的な細胞内輸送および細胞表面受容体への結合に必要と考えられます。,機能：これはインターロイキン-9の受容体です。,その他：このタンパク質をコードする遺伝子は、X染色体およびY染色体の擬似常染色体領域2（PAR2）に位置しています。,類似性：I型サイトカイン受容体ファミリーに属します。タイプ4サブファミリーです。,類似性：1つのフィブロネクチンIII型ドメインを含みます。,
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	IL-9Rポリクローナル抗体を用いたKB、NIH-3T3細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	IL-9Rポリクローナル抗体を用いたKB細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

